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4
7
0
0
円
に
引
き
上
げ

る
も
の
で
、
本
市
の
消
防

団
員
6
2
0
名
分
の
増
額

分
で
あ
る
。

　

こ
の
措
置
は
平
成
2�
年
度

1
年
限
り
の
も
の
で
あ
る
。

　
　
　

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
と

は
建
築
物
の
設
計
者
を
選

定
す
る
際
に
、
複
数
の
業

者
に
企
画
・
提
案
し
て
も

ら
い
、
そ
の
中
か
ら
優
れ

た
提
案
を
お
こ
な
っ
た
者

を
選
定
す
る
こ
と
。

　各常任委員会では、開会中の 12 月定例会で付託になった議案・陳情について審査を行い
ました。

●	総務常任委員会
●	文教厚生常任委員会
●	建設経済常任委員会
●	議会運営等調査特別委員会

委 員 会 報 告

と
で
あ
る
が
、
基
本
的
に

ど
う
い
う
内
容
の
設
計
依

頼
を
し
た
の
か
。

　
　

指
名
選
考
委
員
会
を

開
い
て
決
定
し
た
。
設
計

内
容
に
つ
い
て
は
、
パ
ー

ク
ゴ
ル
フ
場
は
色
々
な
制

約
が
あ
る
の
で
、
54
ホ
ー

ル
を
日
本
公
認
コ
ー
ス

に
、
花
の
方
は
パ
ー
ク
ゴ

ル
フ
場
を
配
置
し
た
残
り

の
部
分
に
、
花
公
園
・
通

路
等
を
い
ろ
ん
な
地
形
を

考
慮
し
て
配
置
す
る
。

　

ま
た
高
齢
者
等
の
来
場

が
多
い
と
予
想
さ
れ
る
の

で
、
花
を
見
る
と
き
に
高

低
差
等
で
、
歩
行
の
負
担

を
軽
減
す
る
よ
う
な
内
容

の
設
計
を
依
頼
し
た
。

　
　

消
防
団
員
等
公
務
災

害
補
償
の
共
済
掛
金
の
増

額
の
理
由
は
。

　
　

東
日
本
大
震
災
に
よ

り
消
防
団
員
2
5
5
名
の

方
が
被
災
さ
れ
、
被
災
者

に
対
す
る
補
償
が
従
来
の

一
人
当
た
り
1
9
0
0
円

の
共
済
掛
金
で
は
対
応
で

き
な
く
な
り
全
国
の
市
町

村
で
抱
え
る
全
消
防
団
員

の
共
済
掛
金
を
今
回
2
万

い
て
、
高
校
再
編
等
の
問

題
も
協
議
さ
れ
て
い
く
も

の
と
思
っ
て
い
る
。

　

な
お
、
6
月
議
会
の
頃
に

中
間
報
告
を
考
え
て
い
る
。

　
　

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
・
フ

ラ
ワ
ー
パ
ー
ク
公
園
整
備

事
業
の
プ

※

ロ
ポ
ー
ザ
ル（
提

案
型
）
は
、
指
名
選
考
か
、

公
募
か
、
ま
た
現
場
説
明

会
を
開
催
し
た
と
い
う
こ

　
　

教
育
及
び
文
化
を
新

た
に
追
加
す
る
協
定
で
あ

る
が
詳
細
に
つ
い
て
は
、

い
つ
頃
を
目
途
に
た
た
き

台
を
出
す
の
か
。

　
　

今
回
�
市
1
町
の
議

会
の
議
決
を
持
っ
て
年
明

け
に
部
会
が
開
か
れ
る
予

定
で
あ
り
、
各
市
町
施
設

の
利
用
料
金
体
系
の
状
況

を
収
集
し
検
討
し
て
い
く
。

　
　

内
容
に
は
ま
だ
十
分

踏
み
込
ん
で
い
な
い
形
で

の
締
結
と
な
り
、
学
校
関

係
な
ど
い
ろ
ん
な
問
題
が

山
積
し
て
い
る
中
で
、
見

切
り
発
車
に
な
る
の
で
は

な
い
か
。

　
　

ま
ず
協
定
の
中
で
、

今
後
協
議
を
し
て
い
く
こ

と
を
決
め
、
締
結
後
に
開

催
さ
れ
る
専
門
部
会
に
お

総
務
常
任
委
員
会（吉

村
幸
治
委
員
長
）

☆	

平
成
23
年
度
曽
於
市

一
般
会
計
予
算
の
補
正

（
所
管
分
）

問答

問答

市外からも受講者が多い総合大学

問答

問

答

堂々と行進する消防団員

☆	

都
城
市
と
の
定
住
自
立

圏
の
変
更
協
定

注
釈
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本
市
ま
で
の
所
要
時
間
は

約
15
分
で
あ
る
。

　
　

ス
ク
ー
ル
バ
ス
停
留

所
設
置
等
工
事
費
1
9
7

万
7
千
円
に
つ
い
て
。

　
　

中
学
校
統
合
に
伴
う

ス
ク
ー
ル
バ
ス
導
入
計
画

（
案
）
に
よ
り
整
備
す
る

も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　

停
留
所
に
つ

い
て
は
、
交
通
量
や
外
灯

な
ど
に
配
慮
さ
れ
、
安
全

面
・
防
犯
面
に
十
分
留
意

さ
れ
た
い
。

主
な
意
見

　
　

主
な
内
容
は
。

　
　

育
英
奨
学
資
金
の
う

ち
高
校
の
授
業
料
相
当
額

を
貸
与
し
て
い
た
特
別
育

英
奨
学
資
金
を
、
国
の
高

校
授
業
料
無
料
化
に
伴
い

廃
止
す
る
内
容
で
あ
る
。

　
　

廃
止
に
代
わ
る
支
援

制
度
は
議
論
さ
れ
た
か
。

　
　

生
徒
の
資
格
取
得
等

へ
の
支
援
も
検
討
し
た
が
、

高
校
生
の
海
外
研
修
（
ホ

ー
ム
ス
テ
ィ
）
を
実
施
し

高
校
振
興
を
図
っ
た
。

　
　

貸
与
金
額
は
、
現
状

に
合
う
よ
う
増
額
が
必
要

で
は
な
い
か
。

　
　

近
隣
市
町
村
の
現
状

も
研
究
し
て
い
き
た
い
。

　

こ
れ
ま
で
指
定
管
理
さ

れ
て
い
た
各
施
設
の
指
定

期
間
の
満
了
に
伴
い
、
引

き
続
き
そ
れ
ぞ
れ
の
団
体

を
指
定
管
理
者
と
し
て
指

定
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
　

養
護
老
人
ホ
ー
ム
清

寿
園
の
指
定
管
理
の
経

過
・
内
容
に
つ
い
て
。

　
　

公
募
に
よ
り
、
社
会

福
祉
法
人
輪
光
福
祉
会
に

平
成
24
年
4
月
1
日
か
ら

の
5
年
間
、
指
定
管
理
者

と
し
て
指
定
す
る
も
の
で

あ
る
。

　
　
　
　
　

公
募
に
関
し

て
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
等
を
積
極
的
に
活
用
す

べ
き
で
あ
る
。

　
　

市
民
プ
ー
ル
の
利
用

者
増
を
図
る
た
め
、
各
種

大
会
等
で
会
社
名
を
前
面

に
出
し
た
宣
伝
を
積
極
的

に
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　

指
定
管
理
者
と
検
討

し
努
力
し
て
い
き
た
い
。

　
　

高
齢
者
訪
問
給
食

サ
ー
ビ
ス
事
業
委
託
料

2
2
5
8
万
7
千
円
の
増

額
は
。

　
　

平
成
2�
年
5
月
よ
り

末
吉
地
区
、
6
月
よ
り
大

隅
地
区
で
、
土
・
日
・
祝

日
の
配
食
サ
ー
ビ
ス
が
実

施
さ
れ
、
利
用
者
増
に
伴

う
も
の
で
あ
る
。

　
　

子
ど
も
手
当
費
₄
₀

₆
₁
万
�
千
円
の
減
額
は
。

　
　

こ
れ
ま
で
一
律
1
万

�
千
円
の
支
給
が
、
平
成

2�
年
10
月
よ
り
�
歳
未
満

一
律
1
万
5
千
円
、
�
歳

以
上
小
学
校
修
了
前
1
万

円
（
第
�
子
以
降
1
万
5

千
円
）
中
学
生
は
一
律
1

万
円
に
改
正
さ
れ
た
為
で

あ
る
。

　
　

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
と
本

市
の
関
わ
り
は
。

　
　

曽
於
市
内
の
ラ
ン
デ

ブ
ー
ポ
イ
ン
ト
（
離
着
陸

場
所
）
は
、
学
校
施
設
や

公
園
な
ど
合
わ
せ
て
24
箇

所
あ
り
、
鹿
児
島
市
か
ら

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

（
大
川
内
冨
男
委
員
長
）

☆	

平
成
23
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
（
所
管
分
）

問

問

答

答

問答

指定管理されている市立養護老人ホーム（清寿園）

☆	

曽
於
市
育
英
奨
学
資
金

貸
与
条
例
の
制
定
に
つ

い
て

☆	

指
定
管
理
者
の
指
定
に

つ
い
て

問答問答

問答主
な
意
見

問

答

答

問

答

問

期待されるドクターヘリ
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大
隅
に
建
設
中
の
大

隅
農
産
加
工
セ
ン
タ
ー
の

概
要
は
。

　
　

建
築
面
積
9
1
9
・

47
㎡
、
農
産
加
工
室
、
研

修
室
、
相
談
室
が
あ
り
、

平
成
24
年
2
月
に
完
成
、

備
品
購
入
や
外
構
等
整
備

後
、
4
月
か
ら
使
用
開
始

す
る
。

　

市
と
し
て
は
、
市
民
に

使
用
方
法
を
熟
知
さ
せ
る

た
め
臨
時
職
員
を
2
年
間

程
度
置
き
、
直
営
と
し
て

管
理
す
る
予
定
で
あ
る
。

　
　
　

減
免
規
定
を
活
用

し
、
地
区
公
共
的
団
体
の
積

極
的
利
用
促
進
を
求
め
る
。

　
　
　

エ
コ
フ
ァ
ー
マ
ー

と
は
…
堆
肥
等
を
活
用
し

た
土
づ
く
り
と
化
学
肥

料
・
農
薬
の
使
用
の
低
減

を
一
体
的
に
行
う
環
境
に

や
さ
し
い
農
業
に
取
り
組

む
農
業
者
を
県
が
認
定
し

支
援
す
る
制
度

　
　

畜
産
関
係
に
つ
い
て
、

特
産
基
盤
再
編
総
合
整
備

事
業
の
減
額
は
何
か
。

　
　

当
初
、
施
設
の
用
地

造
成
と
牛
舎
建
設
、
機

械
導
入
と
測
量
試
験
費
で

事
業
を
計
上
し
て
い
た
が
、

個
人
か
ら
株
式
会
社
へ
組

織
変
更
の
た
め
法
人
化
の

手
続
き
に
手
間
取
り
年
度

内
で
の
全
体
工
事
の
完
成

が
困
難
と
な
っ
た
こ
と
等

か
ら
減
額
し
た
。

　
　
　

こ
の
事
業
に
つ
い

て
は
大
規
模
農
家
育
成
が

中
心
な
の
で
、
そ
れ
以
外

の
農
家
育
成
に
関
す
る
施

策
も
充
実
す
べ
き
で
あ
る
。

　
　

大
隅
南
地
区
の
県
営

か
ん
が
い
排
水
事
業
の
現

在
の
進
捗
状
況
は
。

　
　

対
象
面
積
2
1
₂
ha
、

受
益
農
家
2
7
2
戸
、
同

意
率
9�
％
、
全
体
事
業
費

22
億
3
0
0
万
円
を
見
込

ん
で
い
て
、
平
成
��
年
ま

で
の
計
画
で
あ
る
。

　
　

交
通
安
全
施
設
整
備

事
業
に
お
い
て
中
学
校
統

合
に
係
る
通
学
バ
ス
停
周

辺
外
灯
設
置
と
あ
る
が
、

設
置
場
所
は
ど
こ
か
。

　
　

中
学
校
統
合
に
伴
う

交
通
安
全
対
策
と
し
て
南

之
郷
コ
ー
ス
1
基
、
財
部

南
コ
ー
ス
5
基
、
財
部
北

コ
ー
ス
4
基
、
計
10
基
の

通
学
バ
ス
停
周
辺
の
外
灯

を
設
置
す
る
。

　

今
回
の
補
正
は
、
平
成

22
年
に
予
備
水
源
と
し
て

掘
削
し
た
八
反
第
2
水
源

地
（
末
吉
）
の
結
果
が
、
水

量
は
充
分
確
保
さ
れ
る
が
水

質
に
お
い
て
飲
料
水
不
適
合

の
結
果
と
な
っ
た
為
に
よ
る

減
額
が
主
な
も
の
で
あ
る
。

　
　
　

委
員
会
と
し
て
は
、

慎
重
に
水
源
地
さ
く
井
箇

所
選
定
は
な
さ
れ
て
い
た
と

認
め
ら
れ
る
が
、
水
量
不
足

を
起
こ
さ
な
い
よ
う
万
全
を

期
し
て
も
ら
い
た
い
。

　
　

環
境
保
全
型
農
業
直

接
支
払
交
付
金
事
業
に
よ

る
交
付
金
の
支
払
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。

　
　

新
規
事
業
と
し
て
エ

※

コ
フ
ァ
ー
マ
ー
認
定
農
業

者
に
対
し
、
10
ａ
当
た
り

国
が
直
接
本
人
へ
4
千
円
、

県
2
千
円
、
市
よ
り
2
千

円
交
付
し
活
動
を
支
援
す

る
制
度
で
あ
る
。

　

本
市
で
は
財
部
地
区
�

人
、
末
吉
地
区
6
人
、
大

隅
地
区
12
人
、
計
21
人
が

申
請
し
て
い
る
。

　
　
　

作
物
の
種
類
は
問

わ
な
い
事
業
、
環
境
保
全

型
農
業
は
今
後
の
重
要
な

農
業
施
策
の
中
心
と
な
る

の
で
、
も
っ
と
周
知
に

努
め
参
加
農
家
を
増
や
し
、

市
農
産
物
の
安
全
性
を
推

進
す
べ
き
で
あ
る
。

建
設
経
済
常
任
委
員
会

（
山
下
諭
委
員
長
）

問答

環境にやさしい白菜畑

問答

問答

☆	

平
成
23
年
度
曽
於
市

　
一
般
会
計
予
算
の
補
正

　
（
所
管
分
）

問答

意
見

意
見

注
釈

問答

☆	

大
隅
八
合
原
農
産
加
工
セ

ン
タ
ー
の
設
置
及
び
管
理

に
関
す
る
条
例
に
つ
い
て

☆	

平
成
23
年
度
曽
於
市
水
道

事
業
会
計
予
算

意
見

意
見

待望の大隅農産加工センター（工事中）
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○ 

議
会
報
告
会
を
実
施
要

領
に
基
づ
い
て
実
施
す
る

○ 

各
委
員
会
は
必
要
に
応

じ
て
自
由
討
議
を
行
い
、

委
員
会
の
充
実
を
図
る

○ 

12
月
定
例
会
以
降
も
特

別
委
員
会
を
設
置
し
、

継
続
し
て
調
査
す
る

○
会
派
制
、
申
し
合
わ
せ

事
項
に
つ
い
て
は
、
次
期

特
別
委
員
会
で
引
き
続
き

調
査
す
る
こ
と
と
し
た
。

と
も
に
、
調
査
事
項
の
整

理
と
議
題
の
分
析
、
先
進

地
研
修
の
検
討
、
議
会
報

告
会
、
意
見
交
換
会
実
施

へ
向
け
て
の
協
議
に
つ
い

て
議
論
し
、
平
成
2�
年
8

月
�
日
の
第
三
回
特
別
委

員
会
に
お
い
て
小
委
員
会

か
ら
の
報
告
に
よ
り
、
特

別
委
員
会
で
確
認
さ
れ
た
。

　

第
五
回
小
委
員
会
で
は
、

今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
課
題
の
抽
出
が
行
わ
れ
、

議
会
基
本
条
例
制
定
に
向

け
協
議
し
て
い
く
う
え
で
、

検
討
す
る
具
体
的
な
審
査

事
項

①
議
会
報
告
会
の
検
討

②
意
見
交
換
会
の
検
討

③�

議
員
間
の
自
由
討
議
の

導
入

④
政
策
討
論
会

に
つ
い
て
の
4
項
目
を
審
査

順
位
の
上
位
と
し
て
調
査

す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
た
。

　

第
六
回
委
員
会
で
は
、

議
会
報
告
会
、
意
見
交
換

会
の
実
施
に
向
け
て
、
そ

の
必
要
性
を
確
認
し
、
現

在
、
各
市
で
実
施
さ
れ
て

い
る
議
会
報
告
会
の
実
施

要
領
及
び
内
容
を
参
考
に

し
な
が
ら
協
議
し
た
結
果
、

曽
於
市
議
会
と
し
て
、
毎

年
�
月
定
例
会
後
、
お
お

む
ね
二
ヶ
月
以
内
に
市
内

�
地
区
（
末
吉
地
区
、
大

隅
地
区
、
財
部
地
区
）
で

議
会
か
ら
の
報
告
並
び
に

市
民
と
の
意
見
交
換
を
内

容
と
す
る
議
会
報
告
会
を

開
催
す
る
方
向
性
が
示
さ

れ
た
。

　

第
七
回
小
委
員
会
で
は
、

こ
れ
ま
で
の
協
議
内
容
を

も
と
に
、
報
告
会
開
催
に

必
要
な
「
議
会
報
告
会
実

施
要
領
（
案
）」
が
作
成

さ
れ
た
。

　

以
上
の
小
委
員
会
の
調

査
経
過
を
踏
ま
え
、
平
成

2�
年
11
月
18
日
に
第
四
回

特
別
委
員
会
を
開
き
、
慎

重
に
審
査
を
し
た
結
果
、

議
会
運
営
等
調
査
特
別
委

員
会
と
し
て
の
最
終
方
針

が
確
認
さ
れ
た
。

○ 

基
本
条
例
策
定
に
向
け

て
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に

従
い
、
継
続
し
て
調
査

を
検
討
す
る

　

特
別
委
員
会
は
、
平
成

2�
年
12
月
22
日
の
本
会

議
で
、
議
会
の
機
能
を
十

分
発
揮
す
る
た
め
に
、
言

論
の
府
と
し
て
の
議
員
の

発
言
を
保
障
し
、
活
発
な

議
論
を
推
進
す
る
こ
と
と
、

二
元
代
表
制
の
一
翼
と
し

て
行
政
機
関
と
の
緊
張
あ

る
関
係
を
保
ち
な
が
ら
、

共
通
の
目
的
で
あ
る
市
民

の
付
託
に
耐
え
得
る
議
会

を
構
築
し
て
い
く
こ
と
を

目
的
と
し
、
議
長
を
除
く

全
議
員
に
よ
っ
て
設
置
さ

れ
た
。

　　

第
一
回
特
別
委
員
会
は
、

平
成
2�
年
1
月
26
日
に
開

か
れ
、
特
別
委
員
会
の
調

査
項
目
と
し
て

①
基
本
条
例

②
会
派
制

③
議
会
運
営

に
関
す
る
申
し
合
わ
せ
事

項
の
�
項
目
を
中
心
に
、

調
査
研
究
を
進
め
て
い
く

こ
と
に
決
定
し
た
。

　

第
二
回
特
別
委
員
会
は
、

平
成
2�
年
4
月
26
日
に
開

き
、
委
員
全
員
に
よ
る
調

査
方
法
に
は
、
機
動
性
に

欠
け
る
な
ど
の
意
見
か
ら
、

7
名
の
委
員
に
よ
る
小
委

員
会
が
設
置
さ
れ
た
。

　

第
一
回
小
委
員
会
に
お

い
て
は
、
ま
ず
基
本
条
例

を
中
心
に
調
査
研
究
を
進

め
て
い
く
こ
と
が
決
定
さ

れ
た
。

　

第
二
回
小
委
員
会
で
は
、

先
進
地
の
条
例
の
比
較
表

を
作
成
し
、
研
究
を
行
っ

た
と
こ
ろ
、
議
会
報
告
会
、

意
見
交
換
会
、
議
員
間
で

行
う
自
由
討
議
、
政
策
討

論
会
、
文
書
質
問
等
を
引

き
続
き
協
議
す
る
こ
と
と

し
た
。

　

第
三
回
、
第
四
回
の
小

委
員
会
で
は
、
基
本
条
例

設
定
に
向
け
た
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
案
の
作
成
を
行
う
と

議
会
運
営
等
調
査
特
別
委
員
会

（
久
長
登
良
男
委
員
長
）

傍聴席から見た議事堂


